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退 任 に あ た っ て

旭川 医大 を思 う

前学長 山 田 守 英

私 は6月30日 学 長 を退 任 しま した。 昭 和47年7月1日

旭 川医 大 の創 設準 備 を開始 して か ら満9年 に な ります 。

大 学 の建 設 は学 年 進 行 に よ り、逐 次拡 充整 備 され ま した

が、 昭 和54年3月 第一 期 生 が卒 業 す る と同時 に、 一応 完

了 いた し ま した 。次 いで4月 に は大 学 院医 学研 究科 も設

置 され、 本 学 の 教育 、 研 究 及 び附 属 病院 の診 療 は既 に軌

道 に乗 り、今 目に 至 り ま した。

大 学の 創 設 は並 大 抵 な ことで は あ りませ ん 。殊 に医 科

大 学 の場 合 、教 育 、 研究 並 び に附属 病 院 の 診療 の3つ の

機 構 が有 機 的 に連 繋 して 、 それ ぞ れ機 能 を 十分 に発揮 で

き るよ うに建 設 しなけ れ ば な りませ ん が 、 こ れ に は多 数

の重 要 な要 因 が複雑 に関 連 して い るの で 、 どの 要 因 も一一

っ と して疎 か には で きませ ん。 したが っ て大 学 建 設 は 、

1人 や2人 の 微 力 で は、 到 底完 壁 を期 す こ とは で きませ

ん。また、国 立 大 学 は、制 度上 複 雑 な法律 や規則 、基 準 等

が あ り、r算 の 制約 も あ ります の で 、 その 建 設 は 画 一的

に な り、 自由構 想 に よ る独 持 な大 学 の建 設 は望 むべ く も

な く、複 雑 な制約 の 枠 内で 特 色 あ る大 学 の建 設 が許 され

るだ けで あ ります 。 旭 川医 大 の場 合 、創 設 準備 の 当初 、

建 設の 基 本構 想 を樹 て 、建 設 に は私 自身 当 然全 力 を傾 注

しま した が 、幸 に も本学 には 多数 の 有 能 な教 官 が就 任 さ

れ ま した ので 、そ の英 知 を結 集 し、 一一致 協 力 して建 設 に

当 って い た だ き ま した。 こ う して 今 日の旭 川 医 大 の 実現

をみ ろこ と がで きたの で あ ります 。

本.:f一で は先 ず教 育 につ い て 、大 学 入学 か ら卒業 まで6

年 間一一貫 教 育 を行 うこ とを根 本 方針 と しま した。 勿 論 カ

リキ.Lラ ム な どは、 度 々改 革 され て きま した が、 この根

本 方針 は終 始 関係 の 教 官各 位 の努 力 に よっ て 、 今nま で

貫 か れて き ま した 。 この点 は 新 設医 大 で 成 し得 る っ の

特色 で はな い か とfti.p・い ます 。

大学 の 使 命 と して教 育 と同 等 に重 要 な の は研 究 で あ る

こ と は申 す まで もあ りませ ん が、 私 は 教育 と研究 は.一体

で あ るべ きで 、勝 れ た研 究 者 こ そは勝 れ た教 育者 た り得

る と 考 えてい ます。特 に大学 における教 育 は"生 きた 教育"

で な けれ ば な りませ ん が 、 生 きた 教育 は勝 れ た 活発 な研

究 者 によ って こそ達 せ られ ます 。医 科 大 学 の 学生 は、 大

多数 は将 来 医 師 に な り ます が、 医師 こ そkl々 の医 療 に当

って"研 究す る心"が なければ なりません。この"研 究す る心"

は、 大 学時 代 に勝 れ た研 究 者 で あ り旦っ勝 れ た教 育 者 で

あ る教 官の 指導 によ っ て育 まれ る もの と信 じます 。

医科 大 学 で は 、各 専門 分野 に お け る研 究 者 個 人 の 自 由

発想 に よ る独 創 的研 究 は勿 論で す が 、同 時 に分 野 を異 に

する研究者達が連繋協力して、スケールの大きな学際的

研究の生れることも重要であります。それには研究が育

つに相応しい研究環境がなければなりません。本学では

中央研究組織制度を設け、動物実験施設、実験実習機器

センター、RI研 究施設等を設置し、現在極めて能率的に

利用されております。殊に前二者は現在正式に大学附置

の研究施設となっています。本学には既にいくつかの国

際水準の研究が発表されていますが、今後はこの研究環、

境が益々拡充発展 し、独創的な研究が相踵いで出ること

を希 うものであります。また本学には、独特な機構の大

学院医学研究科が設置され、研究者が育成されっっあり

ますが、やがて将来は研究推進の中堅となることを期待

しております。

本学の附属病院は開院以来5年 に垂んとしています

が、既に軌道に乗 り地域医療センター病院としての役割

を充分に果 し、同時に学生の臨床実習並びに研修医の研

修の場として、その機能を発揮し、更に臨床医学の新し

い研究課題を提供 しています。将来は開かれた大学とし

て、医師の生涯教育のため、医療研修及び医学研究の場

ともなることで しょう。

本学創設以来の9年 間は、その基礎づ くりの時代であ

りました。幸い、関係各位の絶大なる御協力によって、

一応満足すべき基礎づくりは完了いたしました
。ここに

御協力いただいた学内並びに学外の関係各位に深甚なる

感謝の意を表するものであります。ただ創設当初建設計

画の中にありました附属看護学校の設置などが、未了の

まま残っておりますが、これは時勢の推移と国家財政の

変動のため無期延期となったもので、将来復活設置され

る時期の到来することを希って止まないものであります。

私は「大学は生きものである」と考えています。医大は

学生、教官、職員、研修医、研究生等により構成され、

恰も生体の臓器細胞のように、それぞれの 、γ場と機能に

応 じて瞬時も休まず秩序ある活動をつづけつつ、末永く

成長発展 していきます。旭川医大は既に創設建設期は終

り、新しい世代に移 りましたが、どうか新世代の大学人

の協力によって今までに築かれた基礎のFに 、より充実

したユニークな大学として成長発展されんことを切に希

うものであります。各位の今後の御健斗を祈って止みま

せん。

(名誉教授)
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麟 臨就
欝

任 所 感

学 長 黒 田 秀

な ん ぢ 若 か り し時 は 自 ら帯 して欲 す る処 を歩 め り、 さ れ ど 老

い て は 手 を伸 べ て 他 の 人 に帯 せ られ 、 汝 の 欲 せ ぬ 処 に連 れ ゆ

か れ ん ヨハ ネ伝21118

昭 和47年 旭 川医 大 病 院長 予 定者 に との お話 の あ っ た時

は 、 ま さに晴天 の 露震 を きい た思 いで あ っ た。 こ の度 学

長職 をお あず か りす るこ とは 、 それ とは い さ さか異 って

いて 、 副学 長 ・病 院 長 ・泌 尿 器科 教授 と して 学内 で 、 実

際 一ヒ渦 中 に あって こ こに至 っ た わ けで あ る。 しか しど ち

らの場 合で も、内 心 で はい わ ば同 じ運 命の 力 が働 いて い

る と思 うの で あ る。何 も分 らな いの に 、ひ とっ 関 門 に立

た され る度 に、新 しい展望 が啓 か れ 、大 き な力の 促 し を

うけて 、勇 気 を出 して次 の 世 界 を歩 き始 め るこ と に な る

の を感 じるので あ る。

大 学運 営 の責 任 は学 長 に あ るが 、大 学構 成 員の 一 人一

人 の仕 事 が 大学 の 業績 で あ り、 そ の一一人一 人の 仕 事 が 支

障 な く遂 行 さ れ るよ う諸 条件 を整備 す るの が学 長 の 任 務

で あ ろ う。

山 田前 学 長の も とで 、本 学 は その 胎 生期 を加 えれ ば9

年 を経 た。 その 間社 会 の変 動 をの りこ えて、 教 職 員 も施

設 も整 い 、半 業 生 は3回 送 り出 し、 大 学 と して確 固 た る

基礎 と最初 の 成 果 が得 られた 。 曽て い くっ かの 大学 の 発

展過 程 をた ど ってみ た ら、孕 業 生 が母 校 の 教授 職 に就 く

よ うに なる には 、開 設 して20年 前 後 を要 して い るの に気

がっ い た。 一 っ の精神 形 成 が 行 われ て表 に あ らわ れ るの

に、 それ位 の時 間が か か る とい うこ とで あ ろ う。 間 も な

く昭和58年 には 開学10周 年 を迎 え るこ と に なる。 私 た ち

は成 長 の一一一番 大切 な時 期 にあ るの で あ る。

在 来大 学 は 、専 門 の学 芸 を教 授研 究 す る とこ ろで 、 近

代 的合 理 主 義 を尊 重す るこ と が前提 で.あった。その結 果 、

技術 主義 的 な専 門 別学 術研 究 機 関 、専 門 的職 業 教 育機 関

と しての 大学 がで きて きた。 と くに医 学校 は その色 彩 が

強 か った と思 う。 しか し合理 主 義 を看板 に して きた大 学

の管 理 運 営 がほ ん と うに理性 的合 理 的 に 行 われ た か と い

うと、 大 い に疑 問 を もつ。 先頃 の大 学紛 争 が医 学 部 を一

つの 中 心 と して 起 こった こともその証 拠 で あろ う。学 術 研

究 に熱 心 に従 事 して い る うちに 、大 学 人 は、専 門細 分 化

に閉 じこも って 、互 に語 り合 うこ と を怠 り、 共 通の 言 葉

を失 い 、各 自が通 用 しな い方言 を語 っ て いた とい え な い

で あ ろ うか。

私 た ちは 自然科 学 を研 究 して い るっ も りで あ る が、 医

学 校 で あ る以.L、 何 よ りも人 間 が主題 で なけ れ ば な る ま

い。人間は自然であると同時に自然の枠をこえた価値観

を持つ特別な存在であると把握することが重要ではない

だろうか。人間を学術の面で研究すると同時に、人間を

人闇として対応する心掛が、象牙の塔の住人には不十分

でなかったかと反省されるのである。大学もよい人間関

係を保たずしては存続し得ない。私たちの学則にも、医

師、医学研究者の育成を倫理性人間性の基礎のEに 置 く

と述べていることを覚えたい。

旭川医科大学は関東や関西にあるのではなく、道北の

主都である旭川にある。その地理.的位置による社会的な

負託を誰も否定することはできない。同時に学術は国際

的あるいは地球的善遍妥当性を求める作業である。また

計画には短期のも長期のもある。現代はあまりにも時勢

の求めに捉われて長い目でものを見ようとしない傾が強

すぎる。私たちはいま1980年 代を生きている、,同時に時

代を超 えた永遠なものを指向している。大学はこの時間

と空間に関する二重性のなかで、時空 を貫 く精神性、

霊性を忘れず、人間存在の本質を究める集団であると思

うのである、,

当面の問題に触れると、学生定員が1学 年120名 に増

員されて3年 、現在学年進行中で、既に一部実行されて

いるが、今後 も対応を考えねばならない。カリキュラム

の再編もせまられている。既設中央研究棟に5階 建新棟

が増築され、実験実習機器セ ンターとして新発足 した、,

動物実験施設に加えて2施 設となった。附属病院では特

殊診療棟が新設された。いずれも今後の活動が期待され

る。病院増床は困難であるが、増員した学生実習の対応

も検討課題である。サービス部門で売店、食堂等の拡張

工事が間もなく完了する。

私たちは創立以来、それぞれの部署で仕事を積み重ね

てきた。今回、生新の気運のなかで、小野寺、吉岡両副

学長を迎 えることがで きた。

皆様 と共に、大学の発展のために進もうと思いを新た

にしているのである。
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免疫遺伝学の流 れ

片 桐

昨 年度 の ノーベ ル医学 生 理 学 賞 は 「免 疫 応答 の 遺伝 学

的 制御 の研 究 」 に対 してG.Snell,B.Renaceraff.J.

Uaussetの 三博 士 へ授 与 され ま した。 この3人 は隆盛 を

きわ めて い る現 代 免 疫遺 伝 学 を きず いた 人々で す 。免 疫

遺 伝 学 の ル ー ツ をた ど る と、Landstcinerが1900年 に大

部 分の ヒ トの血 清 に は 多 くの ヒ トの 赤lriL球を凝 集 させ た

り溶 」(llさせ る物 質 の あ る こ とを 見出 し、 ヒ トの 赤 血球 を

A、B、0・ABの4つ の グル ー プ に分類 した こ とに始

ま り ます。 そ してA型 物 質 とB型 物 質 は メ ンデ ルの 法則

に従 ♪て遺 伝 す る こ とが 明 らか に な り ま した,,こ れ は免

疫 学 的 に検 出 され る抗 原 を遺 伝 学 的 に解 析 した 最初 の例

で す、 これ に相 次 いでMN式 廿几液 型 、Q式 血 液 型 等 の 血

液 型 が発 見 され、 この 様 な免 疫 学 的 手法 を 用い て検 出 さ

れ る形質 にっ いて遺 伝 様 式 を解 明 しよ うとす る研 究 に対

し、Irwinは 「免 疫 遺伝 学 」と言 う言 葉 を与 え ま した。

引 きつづ い てGrubbが 抗Rh抗 体 で 感 作 した赤 【nL球を

凝 集す る関節 リ ウマ チ患 者i血L清の作 用 が 、 正常 血 清 で阻

止 された り又 は され な か った りす る こ と を 兄出 し、即 ち

免疫 グロ ブ リンア ロ タイ フGmを 発 見 し ま した 。 そ して

こσ)アロ タ イブは メ ンデ ルの 法則 に従 って優 性遺 伝 す る

こ とが 明 ら か に され ま した 。免 疫 グ ロブ リ ンに アロ タ イ

フ.がJL,IICIされ た こ と は免 疫機 能 の 担 い 手で あ る免疫 グ ロ

ブ リ ンの遺 伝f配 を研究 す る1=に 弔要 なP段 を与 え ま

した。

こ れ らの研 究 の 流 れ とは 別 に今 世紀 の は じめ かhLiLtle

らに よ りマ ウ ス皮 膚 〔又 は腫 瘍)を 他の 系 統 の マ ウ スに

移植 す る実験 がす す め られ 、皮 膚 移植 が成功(腫 瘍 移植

の場 合は腫 瘍 死)す るか否 か を左右 す る生物 学的 機 構 の

解析 が追求 されて い ま した 。そ して遺 伝 学的 解 析 の結 果

皮 膚 移 植 が成 、【[するか 否 かは 多数 の遺 伝 子座 の それ ぞ れ

の遺/rcf一に よ り 芝配 され る こ とが 明 らか に な り、 そ れ ぞ

れ を紺 織 適 合遺 伝 子 座(fl)と 呼 んで い ます、 これ らの

組織 適 合遺 伝fの うち、 特 に 移植 の 成 否 に強 い影響 を 与

え る もの を1こ要組 織 適 合遺 伝fと 呼 ん で い ます..Snell

は ア メ リカ メ イ ン州 の 片 田 舎 に あ るJackson研 究 所 にあ

って 、 こ れ らの組 織 適 合遺 伝r群 の概 念 を作 りあ げ た ば

か りで な く、 マ ウ ス主 要組 織 適 合遺 伝f群(H-2)は 異

な るが 他の遺 伝 学 的ael7影の 全 く筈;しい マ ウ スを 多数作 り、

マ ウ スll要 組織 適 合遺 イ云r群 の 解 析 をバ クテ リアの 突 然

変 異株 を用 い る研 究 の様 に容 易 に しま した 、,これ らの 研

究 は 、 当初 は 単 な る移植 と言 う操 作 を 通 して の みみ られ

る現 象の 解析 と受 け とめ られ て い ま した。 しか し1960年

代 に入 り外 来抗 原 に対す る免疫 応 答性/抗 体 を作 り易 い

か 否 か)は 単.優 性 遺 伝Tに よ って 支配 され る こ とが 発

見 され、 そ して これ らの 免 疫応 答遺 伝 子 群 の あ る もの は

ll要組 織適 合遺 伝fPfと 連鎖 して いることがMcDevitt及

びBenaceraff等 に よ り明 らか に され ま した 。 その後 、

これ 迄 単 に移 植 と 言 う生 体 内 で は 起 こ り得 な い 人 「(i<1

操 作 で 見 出 され る 主 要組 織 適 合遺 伝 子 群 と遺 伝 ヂ産物

は 免疫 応 答遺 伝 子 群 と その遺 伝f産 物 に結 びつ い て ク ロ

ー ズ ア ップ され 、 今[の 免疫 遺伝 学 研究 の 大 き な柱 と な

って います 、、ハ ーバ ー ド大学病 理 学 教授 のRenaceraffは 、

免 疫 応答 性 を 支え る細胞 間相 耐 乍用 を分 デレベ ルで 解析

し免 疫応 答 遺伝 子 群 の解 析 を推 進 して い ます 、.

これ らの マ ウ ス を用 いてi,rhれ た 知 見 を ヒ トに還 元 し

て 考 えるの は 医学 者 にと って 当然 な こと と思 い ます,,ド

要組 織 適 合遺 伝 ヂ群 の遺 伝 子 産物 は 白do球 をは じダ)とす

る全身 の 臓 器組 織細 胞 の細lli膜 に発 現 され て い ます 、、バ

リ大学 免 疫lllL液学研 究 所 の1)aussct教 授 は 、 あ る ヒ ト

のda'iが ヒ ト白f(IIFf<を1影f集す る こ とを 見出 し、これをMac

抗 原 と 名付 け ま した。 これ が現 在 のHI.A-A2抗 原 と1呼

ば れて い る抗 原 で 、 ヒ トのiこ要組 緯i適 合遺 伝.fE-1'1物を検

出 した量初 で す 、,その 後 マ ウ スで み られ る数 々の 新知 兄

に刺 激 されて ヒ トの1凄 組 織適 合遺 伝r群(IILI1)が 急速

に明 らか に され て 来 ま した.,特 にHLA遺 伝 ∫一領 域ll1の

免 疫 応 答遺 伝/・群 と その遺 伝 卦産物 の 解析 は 世界の 研 究

室 で 活 発 にす す め られ て お り、 わ れ われ の教 室 の若 い学

徒 も夜 を徹 して研 究 に没頭 して い ます,,

これ らの 免 疫応 答遺 伝f群 の研 究 は 、 これ か らも免 疫

遺 伝 学の 大 きな テー マ と な って い くで しょ う。現 在は こ

れ らの研 究 に細 胞 .i:学及 び遺 伝 臼1学 の波 が ひ しひ し と

お し寄 せ 、 自然 現 象 の解 明 に 向 けて研 究 は 常 に動 いて い

ます、,この流 れ にの り、い や将 来の流 れの 方向 をみ きわ

め 、新 しい 学門 の 夜 明 け を北liilの春 と 共 にむ か えた い も

ので す 。

(病 理 学 第 な講舛《 教 授)
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第3回 卒業式挙行

3月25日(水)午 前10時30分 か ら、本 学 体育 館 にdJい て

第3回 卒 業証 書授 与 式 が 挙行 され た。 父 兄 、教 職 員約150

名の祝 福 の 中で 、卒 業生89名(内 女子 学 生7名)は 、1

人1人 学 長 かhi一 証 書を 手渡 され 、感慨 無量 の 面持 ち

であ っ た。

なお 、第71回 医師 国 家 試験 は、 本学 か ら93名 が 受験 し、

昭 和56年5月16日Trけ の 厚 生 省の 発 表で は90名 が合格 、

合 格率96.77%で 、 令国 匡1公私 立大学 で 第2位 の 成績 で

あ った,、

卒 業生 の 動向 は次 の とお り、,(学.掃 果)

盛
禽

「 竃1

0

嚢
警
蕊

塾
舞

睡

卒 業 生 の動 向 一覧

「氏 名1現 一 住一一「1房一一 一T

__t-一幽郎ll}1訓4条3833
.畔1

i足 く`英11月1札 幌rlf」穫区 本田「2条7r目

1片尻IF廣[札 巾周 ナ刺 甜i辱8繍 ノ1ワ、ノ

1今村 昌幹 旨中縄県上奪志川ili'i"r'.'t'208T3

i源 副8条 西3川 渡辺勒

澗 倫,r{1富II,県知}負郡曜 ・ri新・f・6・・1

癸齢1鰐 綴1掃1敷 。,、
小笠原IE洋 旭神町4武Eプ ラザ311号

奥山 修 児 緑がr.aの3道 住72-R-112

木 ド 透 札幌市中 央区宮の森1条3丁 「1

櫛部 朗 神楽6条131'月 長浜 方

熊井 恵 箕 神楽岡6条51'目

計良 撫 台1札 幌・lf`映【楠11条 西14.Jfl

幸川 弘信

佐 々木公則

佐藤 綾 ∫一

佐 藤 卓

its.藤 鮫

II田 雅博

1瀬川 雅 史

1田中 充

1中川 基哉

i

I西原 功

コー ポ か え で

神 楽1条12ダ 目

旭 宝 マ ン シ ゴンB-6

旭 神 町4武Eプ ラザ216号

緑 が 丘1条41畠 目 谷輝 男 方

旭 神 岡'4武}{プ ラ ザ213%,

東巧(者i二緑MIIIx.文 イ芭2-14-4

7条21r目 清 和 荘

札 幌 市西 区 山 ノfl条71f1

横 須 賀 市 本町11-11

札 幌rlf中 央区 北5条 西29r目

宮 の 森 グ ラ ン ドハ イッ701

緑 が 丘2条411i坂 ド方

連"羅-
1

1第2解 剖

1札医大 第1外 科l

l札 幌 勤 医 協i

沖縄県立中部病院1
i第3内 科/大 学院)1

薦科酬
眼 科(大 学 院)1

第2内 科

第3内 科

第2外 科

第2外 科

耳鼻咽喉科(大学院)

北 大 整 形 外 科

第3内 科

産婦人科(大学院)

1第1外 科

醐 人科伏学副

鯨 民医連畑 病院1

小 児 科

札 幌 勤 医 協

米海軍医療センター

札医大 第1外 科

1脳 神 経 外 科[

野中

林

平野

井

井

山

藤

藤

丸

聡

子

亮

委

一

=

.

.

一

一

宏

敬

純

村r.雅 則

一

幸

彦

紀

伸

晃

紀

英

.

.一
良

野

友

吹

野

山

室

安

矢

山

横

林

辺

川

若

渡

石

,

=

-

【

日

哉一

旭神町19番 地 医学 寮

札幌市白石区栄通16丁 目

大阪市浪速区大国町1-131

田崎 観 陣 光9条4.r目

不川

;1竹

吟本

[奥野

裕 司1宮 ド通211'

薫睡 岡4条3]

賢一討茨城県勝田

哲郎1南3条24r

神 楽4条10丁Fl秀 鶴 荘B202

東光7条5丁 目 奥野マ ンション

8条23r目

アー バ ン ラ イフ 小 野401;',

神 楽7条141目

吉 田 マ ン シ ョ ン203号

旭 神 町4武 王 プ ラザ321

札 幌 市 豊 平 区 平 岸4.条18J-kl
市 立 札 幌 病 院 西 宿 舎305

札 幌 市 北 区 麻 生 町1」'目

南5条251`目 谷口MSa-2F-2

東京 都 新 宿 区 北 町31

東京厚生 年金病 院 北町 宿S203

南4条21.r目 伊 達 嘉 一一方

神 楽 岡6条71'目

札 巾晃市 中 央 区 北2.条 西6r目東 芳f ・方

西 村 荘

奥[ifノ、イ ツ

'1豊 和荘8号 室

f春 日町8-10

i・ ・ シ ・ …3条 ・・-A

iネ帳 岡1条5「 目3番 地

1耳鼻咽喉科1大学院)

1北大精神科神経科

大 阪 市 立 大 学

月尚 ネ申 糸呈 タト#'f

第1外 科(大 学院)

泌 尿 器 科

第1内 科

第3内 科

小 児科(大 学院)

札 幌 市 立 病 院

第2外 科

第3内 科

第2内 科

泌 尿 器 科

月1苅神 経 外 科

北大病理/大 学院)

3

3

小

第

第

佐 ・構 畔 漸 ・条・.r目 道f圭77-・-925i第

第

献餅

児 科

内 科

内 科

1内

人

入

3

3

科l

l桃

科i

1螺 講 灘 背野駕1741慧 医罵 外f##4
1r鵬 鰍 操 光12条2川 糸求束荘 脳 神 経 外 科

i撚欝瀞ヱ鞭 ツ欝　

1};lII英 日召 ネ申楽5条3rF1東2毎 コーt第21人 」#'f

騰 優酎 棘 都棟 区ノ1馴 鮎 鵬 み りh;・三舗 院1

川村祐 ・郎 蔀3条1/11鈴 木アパー ト 第11人 】 科

北川 善 行 札幌市白石区厚別町旭町492札 幌 勤 医 協

北・ 哲雄 福剛勢噛 雌 葎踊 響 酬 蝉 神糸輝 準
笹 山千 加志r葉 市矢作田r391地t葉 大 学 眼 科

佐藤 佳 子 札幌市中央区北4条 西221'目.北 、k

鈴 木 伸 治 緑 が丘5条1」'目 櫛 部方 整 形 外 科

滝井 義 隆 南4条21」'目 伊達嘉 ・方 麻 酔 科

竹内 章=4区2条1r目 第1外 科(大学院)

東光10条2丁 日 神藤マンション 第2内 科竹嶋 康 人

編 霧i讐鼎 罵 　 票2撃鷲1塚本 光俊 銚r ・市栄町1の1423干 藁 大 学 眼 科

封馬 哲 札幌rff中央区北3条 西29/11427北 大内科(大学勝i)

土 田 晃 緑 がfir.2条4」'目 加1賀谷方 小 「尼f'F

寺 沢 憲一 神楽3条5r目 第2内 科

耳鼻咽喉科(大学助〕長島 泰 行 緑が丘1条4JI1本 田金一・方

長谷川 浩 旭欄 駕 ド.,ト リ医学荘1槻 科 伏 学 附

林 秀 獅 光、条1丁 目.、 テー,。 、シ,ン101第1外 科 、聯 ・)
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前田 康子 旭 神町4武 王 プ ラザ118号1産 婦 人 科

松浦 順 金星町1丁 目 中里 コー ポ 整 形 外 科

三 卜 淳一 室 蘭市東町2丁 目29の15 医修会大川原

大川原病院寮 脳神経外科病院

宮川 宏之 旭神町2号 竹内方 第2内 科

宮崎 勢 緑が丘2条4丁 目 加賀谷アパー ト 第2内 科

宮本 光明 緑が丘5-274R1-123 第3内 科

明円 亮 東京都世田谷区下馬3の13の7 第2内 科

コーポ静和C105

三代川斉之 5条21丁 目 アサ ヒコー ポ301 第2病 理(大 学院)

森合 哲也 神楽 岡3条7J'目 谷方 第2内 科

森本 典雄 神楽6条13丁 目 長浜方 第1外 科

宮津 誠 忠和6条5丁 目 整 形 外 科

八木原一一英 9条1gl目 木村 マ ン シ ョ ン 整 形 外 科

山寺.一 司 神楽岡6条6丁 目 泰生 コーポ 第2内 科

土 井口 幸 熊本県玉名市中川2の1 熊本大学第2外 科

井戸川篤志 札 幌 市n石 区 菊 水7条1」'目
3の13中 村 荘1号 室 札 幌 勤 医 協

奥出 芳博 神 楽7条11丁 目 佐藤 方 耳 鼻 咽 喉 科

久保 英機 神 楽岡3条7丁 目 第3内 科

※ 現住所の市町村名のないものは旭川市、勤務先病院

名、大学名のないものは本学である。

昭 和56年 度 入 学 式
4月10日(金)午 前10時 か ら、体 育 館 に お いて昭 和56

年度 入 学式 が挙 行 された 。 今 年度 新 し く本 学 の 学 生 と な

っ た120名(内 女子 学 生10名)は 、 晴 れ や か な顔 で 式 に

参列 し、教 職 員 ・父 兄 約150名 の 見 守 る 中で 、 新 入生 を

代 表 し秋 山純 君 が元 気 よ く入学 誓 約 書 を読 み 上 げ た。

式終 ∫後 は 、講 義 室 に お い て学 年担 当、 図 書課 、 学 生

課 か らの ガ イ ダ ンスd」よ び学 生 代 表 か らの挨 拶 を受 け、

大 学 生 活へ の1歩 を踏 み出 した 。

(学 生課)

新入生合同グループ研修
4月18日(土)午 後 、 新 入 生諸 君 が1口 も早 く豊 か な

学園 生 活 を送 れ るよ う、 参 加者 相 互 の コ ミュニ ケ ー シ ョ

ンを図 るこ と を目的 と した 新入 生 合 同 グ ルー プ研 修 が旭

川 東急、イ ンにお いて 行 わ れ た。

新 入 生120名 は各 グル ー プ に分 か れ グ ルー プ担 任 や 同

窓 生 と共 に、 自己紹 介 及 び懇 談 を行 っ た。

(学 生課 〉

瞳
6

・研 究 「・室 紹 介

■ 精神 医学 講 座 ■ 高 橋 三 郎

精 神 医 学講 座 は 、昭 和51年4月 に森 田 教授 の 就 任 に よ

っ て創 設 され、53年9月 に現 在 の宮 岸 教授 にバ トンタ ッ

チ され ま した。 教室 創 設 以 来 まだ5年 と 日が浅 く、種 々

の 面 で十 分 とは 言 え ない現 況 で す が、 各 々 が診 療 、研 究

そ して教 育 の そ れ ぞれ の 面で 全 力 を尽 して い る とこ ろで

す 。

診 療 面 で は 、昭 和51年11月 の附 属 病院 開 院 とと もに精

神 科 神 経 科 の診 療 が開始 され 、 これ まで に外 来新 患 数 は

約2,000名 にお よび 、 また 入院 患 者 数 は200名 を超 え て

い ます 。 そ の内 訳 で は通 常 よ くみ られ る精神 疾 患 の ほ か

に 、身 体疾 患 を背景 とす る症 状 精神 病 や 各種 の 神経 疾 患

患 者 も相 当 数 を占 め、脳 血 管 障害 、パ ー キ ンソ ン病 、脊

髄 小 脳変 性 症 、運 動 ニ ュ ー ロ ン疾患 、筋 疾 患 な どが 多 く

み られ ます 。 そ して この こ とは 、近 年 の 高令 化 社会 や医

療 内 容 の変 化 とと も に、道 北地 方の 医療 事 情 の一 端 を反

映 して い る もの と思 われ ます 。

臨 床講 座 で あ るた め、 研 究 面で も当然 の こ とな が ら、

実験 的 研 究 とと も に、F述 の よ うな各種 疾 患 や それ ぞ れ

の状 態 像 に基 づ いた臨 床 的研 究 が、幾 つ かの グ ルー プ に

分 れ て行 な わ れて い ます 。

神 経 病理 研 究 室 で は、 教授 の 指導 の も とに 自由 な雰 囲

気 で 臨 床神 経 病理 学 を主眼 に活 動 し、 現 在の テー マ は老

年 性 変 化で す 。老 化 過 程 の指 標 に な る構 造物 、 病変 の 拡

が り と精 神 症状 の関 係 な ど興味 あ る問 題 が 多 くあ ります

が、 現在 は加 令 と共 に神 経 細胞 内 に増 加す る と考 え られ

て い る リポ フ スチ ン を電 子 顕微 鏡 で 追 い か けて い ます 。

今後 教室 員 が増 え るにつ れ て変 性 、 代謝 、 神経 筋 病 変 と

そ の研 究 も拡 が る と思 い ます。 また そ のた め の研 究 設 備

は電 顕 およ び光 顕 用 ミクロ トー ム をは じめ ト分 に揃 って

お り、 今後 と も臨 床 に直結 した研 究 テー マ に取組 む 方針

で す.

神 経 生理 研 究室 で は、 まず 実験 的 研 究 と して ラ ッ トの

周 産期 の低 酸 素状 態 がその 後 の 成熟 過 程 に お いて 、睡 眠

一覚 醒周 期 に如何 な る影 響 を及 ぼす か とい うこ とにつ い

て睡 眠 ポ リ グ ラフ を用 いて 調 べ て い ます。 今 後 この 研 究

を実験 てん か ん のKindlingpreparationと 結 びつ け、す

なわ ちKindling-Neurotransmitter-Sleepの 関連 から

実験 をす す め た い と思 って お ります。 臨 床 的研 究 で は 、

他 の研 究 グ ル ー プの協 力 を得 て、 各種 の 精神 神 経 疾 患 の

脳 波 的 お よ び ポ リグ ラ フ ィー的 研究 を続 け て い ます 。 こ

れ まで に行 な われ て きた 主 な もの は 向精 神薬 服 用 によ る

脳 波 変 化 にっ い て 、 い わゆ る α一昏 睡 につ いて 、断 眠 の

脳 波 に与 え る 影 響 、突 発 性 波 の 持 続 的 異 常 と して の

Spike-wavestatussyndromeと 周 期 性 放 電 につ いて 、

脳 性麻 痺 児 の脳 波 の推 移 、健 康 成 人 男fの 睡 眠 パ ター ン

と第一・夜 効 果 、 ナル コ レプ シーの終 夜 ポ リグ ラフ ィー な

ど です 。



神経化学研究室では、ダブルビーム分光光度計、分光

蛍光光度計、ガスクロマ トグラフならびにデータ処理装

置、真空凍結乾燥機など実験室の機器類は一応整備され

ました。そして精神分裂病や躁 うっ病などの内因性精神

疾患の成因に関する神経化学的、神経内分泌学的研究、

さらに向精神薬の作用機序およびその体内動態に関する

臨床生化学的研究をすすめ、より合理的な精神科薬物療

法の道を探ろうと試みています。また神経内分泌学的手

法を用いて、ナルコレプシー、ハンチントン舞踏病など

の神経疾患の病態生化学を追究しています。

以rの ような各研究グループ別の問題追究の他に初老

期、老年期の意識障害とくにせん妄状態の臨床的研究な

どを通して、院内各診療科や他の医療機関との連携 を常

に心がけています。

教室の一貫 した基本方針 としてそれぞれが自分達の目

標に向ってゆっくりと、しかも休まずに仕事を続け、毎

Ilの生活を楽 しんでいるこのごろです。

(精神医学講座 助教授)

昭和56年 度学生団体一覧

昭和56年 度学生団体継続届及び設立届の提出された団

体は次のとおりです。

各サークルに加入を希望する学生は責任者あて連絡 し

て ドさい。

(学生課)

昭和56年4月30日 現在

rr育 系 団f本 文化系団体 合 計

団 体 数 30 zs 56

加人学生数 686 346 1,032

体育 系 団 体 名 会 員 数 責 任 者 顧 問教 官

ラ グ ビ ー 部 36 倉林 均 鮫島 夏樹

準 硬 式 野 球 部 30 長田 薫 坂井 英一

卓 球 部 33 高桑 良平 高村 孝夫

陸L競 技 部 8 小黒 恵司 美甘 和哉

ス キ ー 部 42 伴 俊明 東 匡伸

ゴ ル フ 部 24 飯田 浩司 斎藤 孝成

ボデ ィビルデ ィング 15 酒井 博司 山下 幸紀

硬 式 庭 球 部 43 藤尾 直樹 米増 祐吉
バ ド ミ ン ト ン 部 25 小原 充裕 山下 裕久

バスケ ットボー ル部 30 鐙谷 武雄 r田 則 行

空 手 道 部 is 笠茂 公弘 佐藤 利宏

柔 道 部 16 石川 雅嗣 平山 隆三

サ ッ カ ー 部 2S 岡田 邦明 水戸 廻郎
バ レ ー ボ ー ル 部 18 酒井 寛人 吉 岡 一

剣 道 部 34 原 隆志 原田 …典

山 岳 部 11 郡司 勇治 八幡 剛浩

弓 道 部 30 川嶋 栄司 黒嶋 農汎

徒 歩 旅 行 の 会 20 松山 清治 笹森 秀雄

ア ー チ ェ リー ク ラブ 17 平井 克幸 丸子 基夫

大東流合気武道クラブ 11 榊原 隆次 中島 進

軟 式 庭 球 部 21 森 千里 宮岸 勉

硬式テニス同好会 41 大畑千鶴子 河原林忠男

ス イ ミ ング ク ラブ 23 服部 健司 竹光 義治

アイスホッケークラブ 11 伊藤 善也 美甘 和哉

軟式野球同好会 14 山口 聡 平野 日出征

締 人麟1) 39 武田 寛樹 丸子 基夫

ハ ン ドボール同好 会 9 小村 好弘 平野 日出征

サ イクリ ングクラブ
「チ ャリンコの会 」 16 大坂 喜彦 笹森 秀雄

ボ「リング同好会 12 渡辺 泰男 土肥 聡明

Sailing&Padding

(3ッ ト及び カヌ ー同好 会)
11 林 達哉 加賀谷寿孝

文化 系 団 体 名 会 員 数 責 任 者 顧 問 教 官

写 真 部 16 朝倉 利久星野 了介

英 会 話 ク ラ ブ 12 片山 道弘 平野H出 征

医 療 研 究 会 45 小 市 健 一一鮫島 夏樹

天 文 ク ラ ブ 13 青島 正大 吉田 逸朗

茶 道 部 16 中村 恵子 吉田 征F

桟 敷 文 の 会 21 服部 健司 岡田 雅勝

映 画 研 究 会 20 武藤 福保 建部 高明

将 棋 部 20 川端 規弘 土II勇 次 郎

ドイッ語 研 究会 9 杉江 広紀 丸r基 夫

Jazz研 究 会 10 幸村 近 大熊 憲崇

囲 碁 同 好 会 14 高田 稔 岡田 雅勝

美 術 部 10 片 由 雄 一一小川 秀道

ギ タ ー 部 10 石田 栄 原 田.・ 典

ロ ッ ク 研 究 会 13 松出 年 土肥 聡明

ミニ ・コ ミュニ ケ ー

シ ョ ン研 究 会
12 大山 昌宏 原 田 一.一典

障害者問題研究会 15 有吉 紅也 笹森 秀推

SDCSocialDancingClubl 13 相沢 仁志 牟禮 …秀

聖 書 研 究 会 5 吉田 浩二 黒 田 一一秀

CPU 7 坂本 淳 福山 裕 三
"悩 む"会

ii 渡辺 泰男 平塚 寿 章

ブラス ・アンサ ンブル 14 豊田 典明 北 進.・

弦楽合奏同好会 13 吉田 英次 北 進 ・

科 学 論 研 究 会 5 仲谷 了 中島 進

女子学生のひろば 6 遠山三四夏 石橋 宏

V.R.A(ビ デオ研究会) 6 向 和男 三森 研 自

フ オ ー ク 研 究 会 10 松本 行弘 渡辺 信
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少年の交通法令違反連絡制度について 課外活動短信
道 警で は 、 青少 年 ドライバ ー によ る交 通事 故 防 止対 策

の ・環 と して 、20才 未 満 の 少 年 を対象 に 「保 護 者 等 に対

す る少年 の 交通 法 令違 反連 絡 制 度」 を本 年5月1日 か ら

実施 して い ます 。 この 制 度 は 、 少年 ドラ イバ ー が悪 質 危

険 な 交通 法令 違 反 を 行 い、 再 犯性 が高 い と認 め られ る場

合 、 その違 反の 事 実 を それ ぞ れ保 護 者 等(保 護者 、学 校

長 、雇 用{__)に 対 して 文 書に よ り連絡 を行 うものであ り、

したが って 本 学 学 生のr.記 に該 当す る違 反が あ った場 合

に は、 保護 者及 び 本学 学 長 に連 絡 され る ことにな ります。

この 制度 の趣 旨 は、違 反 の事 実 をそ れ ぞれ保 護 者 等 に

対 して 文 井によ り連 絡 を行 うこ と によ って 、保 護 者 等の

少 年 に 対す る適 切 な指導 を促 し、 保護 者 等の温 かい指 導

に よ ・て 、 その 運 転 行 動rの 危 険性 を減 じ させ 、 もって

少年 の 交通 事故 を未 然 に防 止す る とと も に、 その健 全 な

育 成 を図 る こと にあ ります が、 諸君 が この趣 旨 をi`分 理

解 し、 よ り ・層 交 通 安 全 に留 意 す る こ と を切望 します 。

(学 生 課)

スキ ー部

温 ～26東 医 体冬 季 大 会

男 子 滑降.上 戸敏 彦9位

ノルデrッ ク8kmイ1原 敏 道1位 、 西川祐 司13位

15kmイi原 敏 道2位 、西 川祐 司8位

リレーAチ ー ム2位 、Bチ ー ム6位

総 合順 位3位

女 子 大 回転 浜 目f`佳(1位

ノルディック8km赤'十'-i'i絵1位 、池 田喜 久 ∫・4位

15km赤 平rf絵6位

"/sサ ンバ レー 大回転%旭 岳 大回 車ノ1

鰯 ～%黒 岳 合 宿%黒 岳 大回転%旭 岳 大回 転

将 棋 部

%・6・io春 期 北 海道 学 生将 棋 大会 準1憂勝

バ ドミン トン部

5大 学 リー グ戦 けi体4位

%～ 且7北医 体 団 体戦3位

個 人戦 ダ ブル ス 山崎 ・福 田31b:

シングルス 山山奇3イウ:

:棄;;糞:鎗糞嚢;美:業雲黍業業嚢糞糞業糞嚢糞嚢嚢:難嚢嚢:嚢:嚢:糞糞糞業嚢:糞糞糞嚢業嚢離業業婁糞糞糞義:糞震;;美::糞菱:蒙::棄:嚢震::棄二萎:震:嚢::棄:

クチ ナ シな どの 花木 を 一面 に植 え 、欲張 ・・て そ の 間 に ク

葱

天 羽

糾

夫

四国 の 小 都市 徳 島 の 中 心街 を少 し離 れ る とまだ 明 治以

前 か らの 居宅 も 多く、 私の 随 屋 もそ の 一つ で庭 には貧 乏

家1:の 常 と して柿 の 木 が並 び、 ザ クロ、 ビワ、 夏 ミカ ン

な どの な りもの が 結構 季 節 を昧 わ わせ て くれて い た。 戦

争中 は 御 多分 に もれず 芋 な ども作 り、 鶏 も放 し飼 い に し

て いた が次 第 に 世情 も代 って くる と雑 草 が 茂 りは じめ 、

茂 り出 す四 月頃 か らは藪 蚊 の 発生 の ひど いた め誰 も庭 の

1入 に尻 込 み して 挙句 の 果 て は ム グ ラ、 ドク ダ ミ、 メヒ

シバ、 ア レチ ノギ ク 、 ヒ メム カ シ ヨモ ギ な どが膝 を埋 め

だ して 真夏 には窓 も開 け られ ない ほ どに な る。 と きに は

・念 発起 し蚊取 線 香 をた き
、殺 虫剤 を撒 きな が ら草抜 き

に かか る が草 い きれ と猛 烈 な蚊 の攻 勢 に早 々 に退 散す る

毎 年 で あ った。 しか し 鈴供 の 成 長 にっ れ て 手狭 に な った

の を機 会 に家の 改 築 に か か った が とて も庭 まで 手が 回 ら

ず 誓抱 して い たが 、毎 年 梅 雨時 の あ ま りの ウ ッ トしさに

堪 りかね て 少 々庭 に 手 を入 れ るこ と に した。庭 師 はや れ

石 だ 木だ とすす め る が、 当方 名石 名木 を求 め る余裕 もな

く、雑 草 さ え生 えね ば よい と して 小 さいサ ツキ 、 ツ ツ ジ

ス ノキ 、サ ク ラ、 ウ メ、モ ク レ ン、 サ ル/,ベ リ、モ チ な

どの 成 長の遅 そ うな花 木 も入 れ た、、数 年は仲 々良 い気 ラ〉

だ っ た が10年 もす る とf供 同様 木 々も 成/Kし 、雑 草 こそ

生 え な いが 夏 に は家 が暗 くな るほ どに な って 」㌦ ・た 、.今

は十サがボ ヤ きな が らも時 々枝 打 ち を してい る ら しい 、、

旭 月1に来 て ア イヌ記念 館の 近 くに 居 を定 め た もの の 、

矢張 り庭 まで は 手 が回 らず 雑 草 の茂 る にま かせ ていたが

道路 ぶ ちの こ と とて あ ま りに も体裁 が悪 い の で昨 年 は雑

草の 間 に トマ トを植 えた と こ ろ 兄「拝に育 リて 夏の9!i'に

不 自由 は しな か った が、 草 を か きわ けて な り もの を探 す

の には些 か抵 抗 が あ るの でi..S{`一は雑 苧:の根 絶 を;よか って

休み には ス コ ップ を抱 えて 酔 トして い る、,スギナ 、 タン

ポポ 、 司 オ バ コ、 ク ロバ ーがKな もの だ が皆 根 が深 く30

cm以 上 も掘 らね ば な らな いの で骨 で あ る、,家 人は誰 もr

伝 わず%Lて い て冷 や か す だけ.や って く るの は 御馳 走 の

あ るの を 知 って い る小 鳥 達 で掘 り返 す 直 ぐ近 くまで 来て

虫 をっ い ばん で い る。 猫 の額 よ りまだ狭 そ うな庭 なの に

まだ 半分 も抜 けて い な い。雑 草 の 様 に と云 う 言葉 もあ る

が しっ か り した根 を持 た なけ れ ば雑 草にもなれない らLL'< ,

旭 川 に来 て も う5年 、我 が家 も そろ そ ろ根 を お ろ さね ば

と思 って い るの に仲 々思 う様 には ゆ か な いもの で あ る、、

そ れは と もあ れ も う苗 屋 の店 頭 には相 当 大 きいの が 並ん

で い るの に、 これ で は/¥年 は もの に な るや 張 、8月 頃 ア

イヌ記 念館 の 近 くを お通 りの 節 は この 成 果を御 覧 ドさい、

うま くゆ け ば冷 た い トマ トを御馳走出 来るかも しれません,、

c放 射 線 医 学1溝座 教}呉)
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